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1　計画の概要（6ページ～） ２　理念（16ページ～） ４　本市をめぐる状況：声から知る（42ページ～）

（１）計画策定の趣旨 　地域活動や介護サービス等の担い手が不足しています。

５　前回計画の振り返り（概要）（61ページ～）

３　本市をめぐる状況：データから見る

（21ページ～）

（２）計画の位置付け

（３）計画の期間 ６　取り組むべき課題（74ページ～）

（１）一人ひとりが尊重され、安心して相談できる社会の実現

（２）健康的で、住み慣れた地域で暮らし続けられる社会の実現

（３）誰もが多様なきっかけや、つながりで参加できる社会の実現

（４）新たな担い手が生まれる持続可能な社会の実現

　

１　市民や事業者等との協働による推進（205ページ） ２　進捗管理（205ページ）

　庁内連携や各種団体、市民等との協働により計画を推進します。 　健康福祉推進会議において、調査審議を行います。また、必要に応じて事業内容や目標の見直しを行います。

１　小学校区別の状況（207ページ～） ３　健康福祉推進会議（269ページ～） ５　パブリックコメント（275ページ）

　 ２　前回計画の振り返り（詳細）（227ページ～） ４　健康福祉推進庁内委員会（273ページ～） ６　用語解説（276ページ～）

第６期障害福祉計画・障害児福祉計画、第８期介護保険事業計画

第７章
資料

別冊

大牟田市健康福祉総合計画　全体構成（素案）

第１章
計画概要・理念・現状

１　計画の概要
２　理念
３　本市をめぐる状況
　　　：データから見る
４　本市をめぐる状況
　　　：声から知る
５　前回計画の振り返り
６　取り組むべき課題

誰もが安心して健やかに暮らしながら、
持てる力を生かし、

社会的に孤立することなく参加できる社会を実現する
　これまで障害や高齢、健康、食育等の分野別に進
めてきた施策を、地域共生社会構築の観点から見直
し、領域を横断した総合的な取組みやライフステー
ジに応じた各事業を一体的に推進するため、健康福
祉分野の各計画を統合し、健康福祉総合計画を策定
します。

　これまで、各分野ごとの基本理念の実現に向けた各計画の推進により、市民
の健康寿命が伸びるとともに、地域包括ケアシステムの構築が進み、障害者へ
の配慮や理解も広がってきています。
　一方、目標を下回る施策もあり、引き続き取組みを進める必要があります。

・本市の人口は減少が続いており、高齢者人口も令和元
年をピークに減少に転じています。
・がんで亡くなる人が最も多いが、がん検診の受診率は
低い状態です。死因別標準化死亡比（ＳＭＲ）では、が
んや糖尿病等が全国平均を上回っています。
・「主食」「主菜」「副菜」を組み合わせた食事を摂っ
ている割合は国や福岡県の平均より低くなっています。

　令和３年度～令和８年度（６年間）
※なお、第６期障害福祉計画・障害児福祉計画、第
８期介護保険事業計画は令和３年度から令和５年度
までの３年間。

第２章
基本目標・施策

１　基本目標
　　　　（78ページ～）
２　施策体系図
　　　　（84ページ）
３　圏域の設定
　　　　（85ページ）
４　ＳＤＧｓとの関連性
　　　　（86ページ～）
４　施策
　　　　（88ページ～）

第６章
計画の推進

【施策】  
 
 （１）包括的な相談支援体制の構築(88ページ～） 
  
 （２）権利擁護体制の充実（92ページ～） 
  
 （３）同じ立場や課題を経験した人同士の支え合  
       い・居場所の充実（96ページ～） 
 
 （４）包括的な自殺予防体制の充実（98ページ～） 
    

【施策】  
 
 （１）誰もが参加できる健康づくり・疾病予防の推進 
                       （100ページ
～） 
  
 （２）食育に関する実践力向上（105ページ～） 
  
 （３）誰もが住み慣れた地域で暮らし続けるための    
    サービスの提供（109ページ～） 
 
 （４）福祉・介護人材の育成・確保（115ページ～） 

【施策】  
 
 （１）幅広い参加・就労機会の創出 
                 （117ページ～） 
  （２）社会参加を実現するアクセシビリティ 
   の向上（122ページ～） 
 
 （３）教育の充実・学習活動の促進 
                 （126ページ～） 
 
 （４）住まいの確保と生活支援の充実  
                 （129ページ～） 

【施策】  
 
 （１）安心して暮らせる地域づくり（131ページ～） 
 
 （２）地域コミュニティの活性化と新しい「公」の担い手 
    づくり（134ページ～） 
  

基本目標１  
 一人ひとりが尊重され、安心して相談できる社会   

基本目標２ 
 健康的で、住み慣れた地域で暮らし続けられる社会   

基本目標３ 
 誰もが多様なきっかけや、つながりで参加でき
る社会   

基本目標４ 
新たな担い手が生まれる持続可能な社会   

第４章   高齢分野（163ページ～） 
１ 高齢分野をめぐる現状 
2 課題・方向性 
3 施策一覧 

第５章   健康増進・食育分野（182ページ～） 
１ 健康増進・食育分野をめぐる現状 
2 課題・方向性 
3 施策一覧 

基
本
理
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第３章   障害分野（138ページ～） 
１ 障害分野をめぐる現状 
2 課題・方向性 
3 施策一覧 

★重点取組み★   地域共生社会構築の視点（分野を横断する視点）を持ち、多くの関係者と連携を図りながら、複数の事業を一体的に進めていく取組みです。 

①包括的で身近な相談支援体制の整備（基本目標１（１））         ⑤栄養バランスに配慮した食生活の普及（基本目標2（2））     

②合理的配慮の充実（基本目標１（2））                      ⑥在宅生活を支える体制の整備（基本目標2（3））           
③誰も自殺に追い込まれることのない地域づくり（基本目標１（4））     ⑦幅広い就労機会の創出（基本目標3（1））   
④生活習慣病の予防事業（基本目標2（1））                   ⑧地域課題の共有と多様な主体との協働の推進（基本目標4（2））       

  第１章と第２章では、健康福祉分野全体の現状・

課題及び施策を記載しています。 

第３章、第４章、第５章では、各分野に関する内容

を再掲するとともに、より詳細なデータや課題を掲載して

います。 


